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ＪＲ私傷病共済 加入推進の取り組み

ＪＲ連合は２月２日、ＪＲ私傷病共済の取り組み

優秀箇所であるＪＲ西労組米子地方本部におい

て、感謝状の贈呈を行った。贈呈式には、地本の

関係者などが集まり、ＪＲ連合の荻山市朗会長か

らＪＲ西労組米子地本の大川達也執行委員長に対

し、感謝状が手渡された。 

ＪＲ私傷病共済は、加入者の私傷病欠勤に伴う互

助を図ることを目的に、1993 年のＪＲ連合発足当

時から運営されており、現在約 9,200口の加入状況

である。近年では、新型コロナウイルスに伴う自宅

療養や濃厚接触者へ指定されたことによる欠勤の

ほか、メンタルヘルス不調や不妊治療など、一般の

保険や共済ではカバーされにくい内容での給付も

多く行っている。 

一方、ベテラン層の退職により口数が減少する傾

向が続いており、互助の精神を引き続き発揮するに

は、加入促進の取り組みによる加入者拡大が喫緊の

課題となっている。 

そうした中、ＪＲ西労組米子地本では、新入組合

員を中心とした積極的な加入の取り組みにより、

65％前後の高い加入率を長年維持していることか

ら、今回感謝状を贈呈することとなった。 
 

 

感謝状の贈呈式には、ＪＲ連合から荻山会長と政所大祐事務局長などが出席したほか、

ＪＲ西労組中央本部から上村良成委員長（ＪＲ連合副会長）、米子地本から大川執行委員

長、亀山泰孝書記長をはじめ、ＪＲ私傷病共済を担当する役職員が同席した。 
 

荻山会長は、「これまでの取り組みに感謝す
るとともに、米子地本の取り組みを他の組織に
も展開していきたい」とあいさつを行った。 
 

ＪＲ連合は引き続き、ＪＲ私傷病共済をは
じめとした組合員福祉の取り組みを推進して
いく。 
 


